
子どもたちが楽しみにしていた冬休みが始まり、「おと
のは」では朝から賑やかな日々が始まりました。子どもた
ちと大掃除をしたり、28日にはお正月飾りをしたりして、
あっという間に年末を迎えました。

そして迎えた辰年の元旦は能登半島地震、二日には、羽
田空港で被災地に支援物資を運ぶ予定だった海上保安庁機
と旅客機の衝突事故と異例の年明けとなりました。
家族団らんで楽しくお正月を迎えていたさなか、この度

の地震でお亡くなりになった方のご冥福とご家族へお悔や
み申し上げますと共に、被災された皆様に心よりお見舞い
申し上げます。
おとのはに通う子どもたちも元旦にスマホに緊急地震の

速報が鳴り響きすごく怖かったと私にその時の気持ちを話
してくれました。

おとのはでは、平時から防災訓練の取り組みを始めてい
ます。いつもと違う環境になると混乱する子が多い中、繰
り返し続けていくことの大切さを感じている今日
この頃です。
12月には災害の種類をみんなで学びました。
1月は、シェイクアウト訓練を予定しています。

今回は、季節行事の様子などを中心にお伝
えしますので、ご高覧ください。
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焚火とマシュマロでほんわかな気分

年末子どもたちが、焚火をしたいと大人たちに言ってき
たので、焚火をしました。おやつにマシュマロ、サツマイ
モ、ジャガイモなど焼きながらみんなで火の回りで過ごし
ました。
火が強すぎるとマシュマロは真っ黒

こげに・・・
徐々に火加減を覚えておいしく焼け

るコツを覚えていきました。
それから焚火は特に何を話す訳でも

なく、側にいるだけで気持ちも通うの
が不思議です。
いつも一人で過ごしている子も、焚

火をしながらなら過ごせたりして…

年末に子どもたちが焚火をしながら
お互いのことを認め合う良い機会になりました。

皆さんからのたくさんのご厚志
ありがとうございました。
Ｈさんから絵本、Sさんからシャンパン、
Mさんからキューピーちゃん、Sさんから定規
かすがいふれあいの会さんから、ご浄財・
行事用紙皿や紙コップなど



12月25日（月）に
「クリスマス会」を開催しました。

子どもたちがやりたいことを出し合って当日を迎えたク
リスマス会、ボランティアさん・ご家族の協力をいただき
ながら、ゆったりと開催することができました。
最初に、あわてんぼうなサンタとトナカイがニセモノの

雰囲気でやってきました。衣装もプレゼントも忘れてすぐ
に隣のお家に行ってしまいました。そんな出し物のあと
今日のめあて「子どもたち、ボランティアさん、親御さ

ん、職員がお互いのことを思って楽しめるクリスマス会に
する。」を朝の会で確認して、早速クッキング！

みんなで力を合わせて焼きそばとカレー、おやつ作りに
取りかかりました。お米の号数を測る人、玉ねぎの皮をむ
く人、野菜を切る人、炒める人、みんなができることを積
極的に取り組んでいます。ステキです！

お昼になりました！
みんなで、「いただきま～す♪」
カレーのお替わり、焼きそばを

4杯食べた子も・・・笑
みんなで作って食べると

おいしいね。

お昼休み、お散歩や部屋でまったり
した後は、午後の部スタートです！

まずは、みんなの出し物から・・・♪

写真は、中学生と職員の「UFO」
ピンクレディー♪サンタさんより
人気？大いに盛り上がりました。
太鼓の達人、すばらしい太鼓の

バチさばきを見せてくれました。
それから中学生と職員のカラオケ

「三年目の浮気」どうなってるの？笑
続いてボランティアさんからの出し物「これな～ん

だ？」箱の中に入っているものを当てるゲームちょっと
難しかったかな？
そして、お楽しみ抽選会では、ちょっと

笑っちゃうような景品をゲットしました。
後半は、職員も夢中になりすぎて、写真

を撮り忘れてしまいました。すみません。
おやつは、ジャジャ～ン「おとのはタワー」

とってもかわいく出来上がりました。
「かわいすぎて食べられないよ～」なんて
言いながら、「ペロリ」とみんなでいただきました。

終わりの会では、一人ひとり楽しかったことを表現し、
今日のめあてを達成できたことを共有しました。子ども
たちが企画してやりたいことができたことはとても大き
な自信につながったと思います。「これからも焦らず一
歩ずつ」

当日ご支援いただいたボランティアさん、
親御さん、ご協力ありがとうございました。

↑丁寧に玉ねぎの
皮をむく中学生

↑幼児たちもできる
ことは積極的に取り組
んでいます。

おやつのおとのは
タワーをつくって
います。↓
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